
1 はじめに 

地震発生時刻によって被害状況は大きく異なる．例
えば，阪神淡路大震災では，発生時刻は5:46であった
ため，多くの人は自宅で就寝中に被災し，犠牲者のう
ち約8割以上が倒壊家屋による窒息死・圧死でした1)．
これに対し，東日本大震災の発生時刻は14:46，帰宅困
難，家族と別々に避難などの問題が生じ，教訓を残し
た．したがって，地震発生時の被害を推計するため，
人々の日常生活行動を考慮する必要があり，地震が発
生した時刻に人々のどのような行動を取っているかを
考慮した上で対策を検討することが重要である．	
大佛ら2)は，大地震を想定した建物倒壊による被害
を推定するため，パーソントリップデータを用いて，
滞留者の時空間分布推定した上で，建物倒壊内の滞留
率と死亡者の時空間分布を計算した．しかし，この研
究では，時間帯別国民全体の被災割合が明らかにされ
ていたが，個々の人の行動パターンを考えず，性別・
年齢・職種による人々は何時にどこで何をしていたの
かという点は考慮されていなかった．そこで，本研究
は，個人レベルの行動を着目するためにエージェント
ベースシミュレーションを活用し，地震発生時の被害
推計を目的として，現実社会の人々の日常の生活行動
モデルを構築する．モデルにおいて，一人一人の生活
行動をコンビューター上で表現されることで，地震発
生する時点で個人の挙動を調べることが可能になる．	

2 人々の日常の標準生活行動モデル 

本研究では，「国民生活時間調査」3)データ（2015）
を用いて，個々の人の時間帯別生活行動を推測する．
具体的には，「国民生活時間調査」は時刻別のある行
動（例：睡眠，食事，仕事，学業，買い物など）を行
う行為者率を年齢別・性別・職種別で集計している．
与えられた統計情報からシミュレーテッド・アニーリ
ング（SA）手法を利用し，各々の人は個々の行動開始
時刻を計算する．さらに，行為者の平均時間量と行為
時間の標準偏差値を用いて，平常時24時間内の人々の
睡眠時間，通勤・通学時間，仕事時間，食事時間，炊
事・洗濯・掃除時間などが推計され，24時間の時間軸
で人々の生活リズムを個別に確定できる．	
モデルにおいて，人間エージェントによる日常生活
は，各々の人間に設定された年齢，性別，職種，家族
構成などの属性に応じて行われる日常生活リズムの表
現は主となる．人々の日常の標準生活行動モデルを活
用することで，自宅行動と職場や学校行動を区別でき，
さらにはスポーツ，社会参加などの自由行動を発生す
る時間帯も表現できる．また，人々の生活情報とGIS

データから得られる250m四方のメッシュ内の施設情報，
国勢調査から得られる世帯情報，人口構成と結合し，
メッシュごとにおける地震発生開始時刻に人々の行為
と被害状況の空間分布を予測することが可能になる．	

3 地震発生時刻別被害推計シミュレーション 

内閣府防災情報ページ1)には震度分布と構造別・建
築年次別建物数から地震発生時の建物被害の被害想定
項目及び手法が公開されている．これらの手法を用い
て，地域内建物の全壊棟数・半壊棟数を計算できる．
本研究ではその成果を活用することで，人々の日常の
標準生活行動モデルを加え，時間帯によって各建物内
の滞留人数を算出し，地震による被害状況を推計でき
る．モデルの概略フローはFig.1に示す．		   

Fig. 1: モデルの概略フロー 
4 まとめと今後の展望 
本研究では人々の日常生活モデルを活用し，地震発
生時の被害推計手法を提案した．本研究で提案したモ
デルは災害時個々の人の行動を表現でき，既存の全体
統計情報を活用した被害想定より精度を高められる可
能性があると考えられる．	
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概要－   本研究では，地震開始時刻に人々の行動を着目し，災害発生時刻に依存した被災状況の推計手
法を提案することを目的とする．本稿では，エージェントベースシミュレーションを用い，「国民生活時
間調査」データから個々の人の日常標準生活行動モデルの構築方法を利用する．さらに，既存の地震発生
時建物被害状況の予測手法を用い，生活行動モデルから地震発生時人々が建物に滞留する可能性を把握し
た上で，地震による被害状況(倒壊による死者人数，負傷者人数など)を推計することを目指す． 
キーワード:  エージェントベースモデル，生活行動モデル，被害予測 

- 248 -第12回社会システム部会研究会（2017年3月3日-5日・グアム） PG0002/17/0000-0248 © 2017 SICE




